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原告第１７準備書面（２０２４年８月５日提出）  

抜粋（１４－２５頁）  

 

被告は、令和６年２月２９日付被告準備書面（５）において、ブラ

ンド保護の目的を達成するため、被告自らが商品を確認し、ブランド

名が正しいものであると認めたものだけ、ブランド名として設定可能

であると主張した。  

出品者が不正確・不適切なブランド名を設定し、他のブラ

ンドにただ乗りしたり、正規のブランド品を販売するために

必要な手続きを潜脱したりしようとした場合には、ポリシー

違反の警告を発することで、間接的にブランド保護を達成し

ようとするものである。（６頁）  

被告において、実際に商品やパッケージ上で当該ブランド

名が確認できる等の理由により登録に問題がないと判断した

場合には、申請が認められ、出品者は、当該ブランドの商品

としてその商品の商品ページを作成できるようになるととも

に、出品者が入力したブランドが、本件ストアのシステム

上、商品登録の際にブランド名に設定可能なブランドとして

認識されることになる。（８頁）  

つまり、被告が認めて販売した商品が偽造品であった場合、被告は

共犯であると指摘できる。  

 

（５）Yu-ki ショップ  

被告は「 Harrods」や「ハロッズ」と表記がある、あるいは

「 Harrods」とロゴの入った合計１０点の商品を販売している「 Yu-ki

ショップ」に対し、２０２４年６月２０日以降に登録された商品は
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「ブランド： HGSLQDEE」、２０２４年７月９日以降は、「ブランド：

QWHYQXI」としてブランド登録を認め、２０２４年７月２４日現在、

問題なく販売許可を与えている（甲２３５）。  

ちなみに原告調査において、「 Yu-ki ショップ」（甲２３６）、ある

いは「ブランド： HGSLQDEE」及び「ブランド： QWHYQXI」のいずれに

おいても商標登録は見当たらない 1。  

「 Yu-ki ショップ」が販売する商品、例えば ASIN： B0D7P6JR4D（甲

２３５の３頁）【資料４】は、①ブランドは「 HGSLQDEE」であるとす

るが、商品名に「 Harrods」を使用し、商品説明でも「世界でも有名

なハロッズ百貨店のトートバッグです！」との記載を行っている。つ

まりハロッズ社の商品とするものを販売している。極めてよく似てい

るものの、ハロッズ社の当該商品は裏地がクマ柄でマグネットボタン

になっているのに対し、白の裏地とファスナー開閉という、②本物と

は全く仕様の異なるバッグであり、③ハロッズ社のデザインではな

く、 Yu-ki ショップがハロッズ社に無断でデザインしたショルダーバ

ッグまで販売している。  

 

1  特許情報プラットフォーム  J-PlatPat 「 Yu-ki ショップ」、「 HGSLQDEE」、

「 QWHYQXI」（ https://www.j-platpat. inpit .go. jp/s0100  2024 年 7 月 24 日最終閲

覧）  
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【資料４】  

２０２４年７月２４日、 Yu-ki ショップが「ブランド： HGSLQDEE」として

販売している商品（ ASIN： B07DP6JR4D）  

 

Yu-ki ショップ商品↓         ハロッズ社商品↓  
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ハロッズ本店で販売されている当該デザインのラインナップ  
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また、当該出品者が販売する ASIN： B0D7PS6X37（甲２３５の８

頁）は、原告が２０２３年７月１１日、ハロッズ社にオークションサ

イト上で同社の「偽造品」が出回っている【資料５】と通報し、同月

１４日には同社から「通報に感謝し、必要な対応を取る」とのメール

があった後、指摘のオークションサイトから削除された「偽造品」と

同一商品である。  

【資料５】  

 

被告は、本件ストアでどの出品者も販売していない商品を出品する

ためには、ブランド名の設定が必要であり、被告に商品登録を申請す

るプロセスを解説している 2。つまり被告は、販売を希望する商品が

 

2  「当該ブランド名が、本件ストアのシステム上、商品のブランド名に設定可能な

ブランド名として既に認識されている場合、出品者は、次に表示される画面で、ブ

ランド名が確認できる商品やパッケージの画像等を提出し、被告に商品登録を申請

する。被告において、実際に商品やパッケージ上で当該ブランド名が確認できる等

の理由により登録に問題がないと判断した場合には、申請が認められ、出品者は、

当該ブランドの商品としてその商品の商品ページを作成できるようになる。」（被告

準備書面（５） 7 頁）  
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外装上から Harrods というロゴが確認できる商品写真に対し、

「 HGSLQDEE」、あるい「 QWHYQXI」というブランド登録を、被告自ら商

品を確認したうえで使用させており、ハロッズ社の知的財産権侵害に

対し、当該出品者の共犯であるといえる。  

「 Yu-ki ショップ」が５６８０円で販売する【資料４】と類似のデ

ザインは、ハロッズ社が「自社ストア以外に販売先がない」とするス

トアで、７３００円で販売しているものである【資料６】。  

【資料６】  

 

 

原告は長年にわたりハロッズ社の商品を扱ってきた知識に加え、同

社から紹介された従業員から送られる売り場を撮影したビデオや商品

写真などを通し、どの商品が同社のウェブサイトで販売されている

か、店舗のみで販売されている商品であるなどの判別が容易であり、

販売されたことのないデザインや仕様の異なる偽造品を見つけては同
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社に通報してきた。過去には直接被告に通報したこともあるが、被告

は出品規約の「知的財産権の権利所有者」（甲１４８）において、「知

的財産権侵害の通報は権利者所有者または権限を委ねられている代理

人」 3とするため取り扱わず、以降、原告は偽造品を見つけ次第、ハ

ロッズ社に直接連絡するようになった。つまり、被告は、原告が「ブ

ランド名：ハロッズ」の「並行輸入品」として販売していた別表１番

号１６に対し、「２０２３年９月３０日に、原告の販売する「ハロッ

ズ」ブランドの商品が偽造品である可能性があると判断し、被告は原

告の出品を一時的に停止」（被告準備書面（６）３頁）したとする措

置は、原告に対してのみ行われた出品規約に反する措置であり、出品

者が販売している商品の流通経路を確認することができないとする出

品規約を反故にし（甲１４８の３頁「 Amazon で承認されていない通

知の種類」）、「このブランドには出品許可が必要」（甲８１の２）と販

売許可を求めたうえ、「原告の同意なく」、「原告の費用負担」にて、

「一方的に」返送し、原告のみにハロッズ社の並行輸入品の販売を禁

止したことは、同社の商品を主力商品として販売していた原告に多額

の営業損害を生じさせ、独禁法２条９項６号イ（一般指定４項）が禁

止する「不当に（公正競争阻害性）」ある事業者に対して取引の実施

について不利な取扱いをするものである。  

なお、原告は本件ストアで偽造品を発見した場合、ブランドが商品

を確認しやすいよう、 ASIN（ Amazon Standard Item Number： Amazon

標準商品番号）と呼ばれる、本件ストア上に存在するすべてのカタロ

 

3  「知的財産権の侵害に関する通知を送信できるのは、報告する知的財産権の権利

所有者または権利所有者から、当人に代わって通知を送信する権限を委ねられてい

る代理人に限定されています。」（甲１４８の４頁「知的財産権の侵害に関する報

告」）  
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グに振り分けられた１０桁の商品番号を伝えている。こうすること

で、ブランドが Google に ASIN を入力すると本件ストアの商品が表示

され、確認が容易になる。しかし、２０２４年７月９日以降に「ブラ

ンド： QWHYQXI」として登録された商品に関しては、商品説明におい

てハロッズ社商品であるとの記載はそのままに、商品名から

「 Harrods」や「ハロッズ」が消え、 Google 検索で ASIN を入力して

も表示されないが、本件ストアでは商品が表示される仕組みになって

いる（甲２３７）。つまり被告は、被告従業員が原告に指摘したよう

に、「（ブランド）が気付いたらクレームが入る」からと（原告第１０

準備書面１５頁（２））、本件ストアの顧客をターゲットに偽造品の販

売を共謀しているといえる。  

価格監視を行う被告であれば、本物と類似の商品が大幅に安く販売

されており、被告が原告に対し、商品説明に誤って使用した商品とは

無関係の誤表記「 Little My」に対し「知的財産権侵害」を理由に出

品削除を行ったように（別表１番号７）、少なくとも表記のブランド

名とは無関係な他社ブランド名が商品説明に使われていると出品削除

になるはずであるが、そうはならない。  

つまり、「 Yu-ki ショップ」が販売する商品が偽造品であるにもか

かわらず出品削除を行わず、共犯となって販売を認めているのは、偽

造品は仕様自体が安価な作りで粗利が大きく、当該出品者も、被告が

得る利益を大きく設定している。事実、【資料４】の５６８０円の偽

造品に対し、被告は最低でも１点あたり販売手数料（６８２円） 4と

 

4  amazon.co. jp 出品にかかる費用  カテゴリー：バックパック、ハンドバッグ、旅

行かばん&トラベル用品   販売手数料の割合：商品 1 点あたりの売上の合計が 750

円を超え、 7,500 円以下の場合は商品代金の 12%

（ https://sel l .amazon.co. jp/pricing 2024 年 7 月 24 日最終閲覧）  
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ポイント付与１０％（５６８円）の合計１２５０円を手にしており、

また当該出品者は広告課金も行っている。被告がブランド保護の施策

として主張する、「ブランド品を購入しようとするカスタマーの保護

や商品検索・比較の利便性維持・確保を図ることに力点を置きつつ、

間接的にブランドの保護を図ることを目的とする」（被告準備書面

（５）６頁）との主張が事実であれば、「ブランド： HGSLQDEE」及び

「ブランド： QWHYQXI」は「ハロッズ」とは無関係であるため、「ハロ

ッズ」での検索では表示されないはずであるが、実際には「ハロッ

ズ」で検索すると、検索１番目と２番目に表示される【資料７】。  

【資料７】  
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拡大したもの  

 

つまり被告は「 Yu-ki ショップ」から１点あたり２２％もの販売手

数料に加え、当該出品者はスポンサーでもあり、ＦＴＣが指摘する検

索結果に埋め込まれた無関係な商品に対し、１クリックごとに支払わ

れる広告料を得ており（原告第１４準備書面３９頁）、結果、被告

は、  

ア  「おすすめ出品」になるには、より早くお届けできる配送オプ

ションや配送料無料を提供するものであるとし（被告準備書面

（１）６頁）、被告倉庫を利用し、被告が発送するＦＢＡをす

すめているが、被告に入る手数料が多ければ、「 Yu-ki ショッ

プ」のように、消費者に不利益となる配送まで「通常４～５日

以内に発送します」との出品者発送表示【資料４】でも検索順
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位トップにおすすめし、  

イ  正確なブランド名の入力はブランドの商品を検索するのを容易

にすることのほか、偽造品対策も企図しており（被告準備書面

（１）１７－１８頁）と主張するが、ブランド名も出品者自ら

「 HGSLQDEE」あるいは「 QWHYQXI」であると申請し、被告も提

出された画像からブランド名は「 HGSLQDEE」あるいは

「 QWHYQXI」であると認めて許可した商品（被告準備書面

（５）７頁）は偽造品であるにもかかわらず、これらブランド

名とは無関係なブランド「ハロッズ」の商品として検索トップ

に表示させ、  

ウ  ブランド保護はブランドレジストリーへの登録の有無を問わず

（被告準備書面（２）５頁）と主張しながら、「 HGSLQDEE」あ

るいは「 QWHYQXI」が、「 Harrods（ハロッズ）」のブランドオー

ナーによって当然認められない表記であるが、ハロッズ社は本

件ストアでブランドレジストリーを行っておらず無関係である

ため、「ブランドオーナーによって認められていない表記で商

品登録がなされてしまったため、出品停止を行った」という被

告の措置（被告準備書面（６）１０、１１頁）は適用外とす

る。  

被告は、ブランド保護と手数料収入を天秤にかけ、共犯者である偽

造品販売業者に対し、被告は偽造品登録を許可し、検索トップに表示

させるという販売支援を行い、ブランドには見つかりにくいよう一般

検索では検索されないような対策を行うなどして、自らが得る大きな

利益を目的に本件ストアの顧客を騙している。つまり、事業者相互間

の自由な競争が妨げられているのみならず、被告に多額の利益をもた

らす出品者の商品に対し、出品規約を恣意的に蔑ろにすることで消費



12 

 

者被害まで生じさせている。  

被告は、原告とはブランドレジストリー出品者というリベートの関

係性もなく、原告はポイント付与や広告など多額の販売利益を被告に

供与せず、それどころか原告が本件ストアより販売手数料が安いから

消費者に還元しようという目的において、他サイトで販売手数料に見

合った安い価格で販売していた行為が「本件ストアより安く販売して

いる」懲罰行為にあたるとし、また消費者が求めやすい安価な品揃え

を行った原告は、「販売価格が高い他の出品者の商品に対し、被告Ａ

Ｉが誤作動を起こさせる安価な品揃えである」とし、そのような商品

が本件ストアに存在していると都合の悪い被告が、被告自らの独断

で、何ら問題なく原告が販売するハロッズ社の商品に対してのみ、被

告自ら流通経路が確認できないと明記している出品規約を反故にし、

ハロッズ社からの出品許可が必要であると販売停止し、商品を撤去し

た。今になって偽造品が出回っているからとの主張を行っているが、

事実、この主張以降に自らの判断で上記偽造品を許可しており、懲罰

目的の知的財産権侵害通知が、ハロッズ社の商品を販売する原告のみ

に行われ、人格権侵害であると同時に、被告による懲罰行為の存在は

明らかとなっており（原告第１４準備書面６７－６８頁の第４）、自

らに都合のよいブランドプロテクションと目的を偽った不法行為を巧

みに操作することで、検挙数の水増しを行った。  

 


